
「平成28年熊本地震」
私たちは忘れない！！
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12018 上天草市議会だより29号
kamiamakusa municipal assembly

12月
定例会

　12月定例会は、12月1日（金）から12月21日（木）まで開催され、
認定3件、条例2件、予算6件、諮問4件、発議1件、その他1件、請
願・陳情2件を審議し、陳情1件を除く全ての議案を原案のとおり可
決・承認しました。

○上天草市前島観光拠点施設条例の制定について

小中学校校舎営繕事業

→観光拠点施設設置に伴い制定された条例。

→陸上競技場の人工芝への改修に伴い、その利用料を改定する条例。

　小中学校の空調設備を設置するために基本設
計を行うための委託料

189万円

樋合リゾート開発事業

　リゾート開発に伴い、未整備区間を整備する
ことで、災害時の迂回路確保及び利便性の向上
を図るため、詳細設計を行うにあたり地質調査
をするもの。

600万円

道路災害復旧事業

　台風21号の影響で市道湯島西線が被災した
ため、復旧工事を行うもの。
　台風21号の影響で市道湯島西線が被災した

9,790万円

?
条例制定・改正

補 正 予 算

（主なもの）

可
決
可
決

可
決
可
決

可
決
可
決

○上天草市松島総合運動公園条例の
　　一部を改正する条例の制定について

社会福祉施設費

　大矢野宮津地区複合センター建設に係る実施
設計業務委託料。
　大矢野宮津地区複合センター建設に係る実施

2,600万円

▲

現
在
の
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
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??

? ?
? ??議案に します?
?
?

?
問　

施
設
完
成
後
の
入
り
込
み
客
数
は
ど

れ
く
ら
い
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

答　

平
成
26
年
度
の
国
へ
の
申
請
時
に
お

い
て
は
、
平
成
25
年
度
本
市
へ
の
観
光
入
り

込
み
客
数
1
3
7
万
人
を
1
5
0
万
人
に
増

加
さ
せ
、
施
設
単
体
と
し
て
は
年
間
34
万
人

1
日
当
た
り
約
9
3
0
人
の
来
場
者
数
を
見

込
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問　

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
人
工
芝
化
に
よ
り
使

用
料
が
現
在
の
5
倍
と
な
る
が
、
そ
の
根
拠

は
。

答　

今
回
整
備
す
る
サ
ッ
カ
ー
場
は
現
時

点
で
最
上
級
の
人
工
芝
を
採
用
し
、
J
F
A

公
認
を
受
け
る
予
定
で
す
。
施
設
の
質
が
格

段
に
向
上
し
、
快
適
な
ス
ポ
ー
ツ
環
境
を
提

供
で
き
ま
す
。
他
の
自
治
体
の
類
似
施
設
の

料
金
と
ほ
ぼ
同
一
の
料
金
設
定
と
し
て
い
ま

す
。

経
済
振
興
部
所
管

問　

Ｊ
A
あ
ま
く
さ
研
修
施
設
工
事
補
助

金
の
目
的
と
内
容
は
。

答　

ミ
ニ
ト
マ
ト
栽
培
の
新
た
な
担
い
手

を
育
成
す
る
研
修
施
設
を
建
設
す
る
も
の
で

国
の
補
助
が
45
%
、
天
草
市
が
15
%
、
上
天

草
市
が
7
・
5
%
の
2
4
7
万
5
、
0
0
0

円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

問　

起
業
立
地
促
進
及
び
雇
用
促
進
事
業

補
助
金
の
内
容
及
び
補
助
先
は
。

答　

企
業
等
の
設
備
投
資
を
促
進
す
る
こ

と
で
雇
用
機
会
の
拡
大
を
図
る
事
業
で
、
ユ

ニ
テ
ク
ノ
（
株
）
天
草
事
業
所
が
投
下
固
定

資
産
総
額
3,
6
7
0
万
円
、
新
規
雇
用
者

16
人
と
な
っ
た
こ
と
で
申
請
さ
れ
、
補
助
額

は
2
0
0
万
円
で
す
。

上
天
草
市
前
島
観
光
拠
点

施
設
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

平
成
29
年
度
上
天
草
市

　
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
8
号
）

上
天
草
市
松
島
総
合
運
動
公

園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　議案質疑とは、提案された議案に対して詳しく知りたい点などを執行部に質問するこ
とです。12月11日に行われた議案質疑について、その疑問と答弁を要約して一部を掲
載します。

質 疑

▲

改
修
中
の
松
島
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
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教
育
部
所
管

問　

小
中
学
校
空
調
設
備
設
置
の
今
後
の

計
画
及
び
全
体
の
予
算
規
模
は
。

答　

小
学
校
は
平
成
31
年
度
に
実
施
設
計

を
行
い
、
平
成
32
年
度
か
ら
設
置
。
中
学
校

は
平
成
30
年
度
に
実
施
設
計
を
行
い
、
平
成

31
年
度
か
ら
設
置
し
て
い
く
予
定
で
す
。
予

算
規
模
は
小
学
校
で
約
3
億
円
、
中
学
校
で

約
2
億
円
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

健
康
福
祉
部
所
管

問　

大
矢
野
宮
津
地
区
複
合
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）
は
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
図
書

館
を
建
設
す
る
計
画
に
な
っ
て
い
る
が
完
成

後
の
管
理
、
運
営
方
法
の
計
画
は
。

答　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
部
分
に
つ
い
て

は
指
定
管
理
者
に
よ
り
、
図
書
館
に
つ
い
て

は
市
内
3
カ
所
の
図
書
館
と
同
様
に
直
営
に

よ
り
管
理
運
営
を
行
う
予
定
で
す
。

請願・陳情
件　　名 提　出　者 結　果

請願第4号
日本政府に核兵器禁止条約の調印を求め
る意見書提出のお願いの請願

原水爆禁止天草地区協議会
代表理事　田尻　　崇

採択

陳情第2号
平成28年6月定例会にて請願第1号が採択
されたがその後も改善が無い事について
の陳情

株式会社　スズイ
代表取締役　鈴居　慶一郎

不採択

答
申
答
申

人
事
案
件

人
権
擁
護
委
員

　

次
の
4
名
を
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
と

し
て
推
薦
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
市
長
提
案

の
と
お
り
答
申
し
ま
し
た
。

再
任　
【
平
成
30
年
4
月
1
日
〜

 

平
成
33
年
3
月
31
日
】

中
田
　
久
子
（
大
矢
野
町
）

野
田
　
敬
子
（
松
島
町
）

新
任　
【
平
成
30
年
4
月
1
日
〜

 

平
成
33
年
3
月
31
日
】

村
田
　
一
安
（
大
矢
野
町
）

田
口
　
元
次
（
松
島
町
）
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賛 否 表 　各議案などについて、各議員が「賛成」「反対」のどちらであったか、

下記のとおり公表します。

議案
番号

議案名 結果 表決数
木
下
文
宣

何
川
　
誠

嶋
元
秀
司

切
通
英
博

宮
下
昌
子

西
本
輝
幸

髙
橋
　
健

小
西
涼
司

新
宅
靖
司

田
中
万
里

北
垣
　
潮

島
田
光
久

津
留
和
子

桑
原
千
知

田
中
辰
夫

園
田
一
博

認　定
第1号

平成28年度
上天草市歳入歳出
決算の認定について

認定 15･0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

認　定
第2号

平成28年度
上天草市水道事業会計
決算の認定について

認定 15･0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

認　定
第3号

平成28年度
上天草市立上天草総合病院
事業会計決算の認定について

認定 15･0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議　案
第69号

上天草市松島総合運動公園
条例の一部を改正する条例の

制定について

原案
可決

13･1 ○ ○ ○
欠
員
● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議　案
第70号

平成29年度上天草市
一般会計補正予算
（第8号）

原案
可決

14･0 ○ ○ ○
欠

員
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

請　願
第4号

日本政府に核兵器禁止条約の
調印を求める意見書提出の

お願いの請願
採択 14･0 ○ ○ ○

欠

員
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

陳　情
第2号

平成28年6月定例会にて
請願第1号は採択されたが
その後も改善が無い事に

ついての陳情

不採択 0･14 ● ● ●
欠

員
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ―

発　議
第3号

道路事業予算の総額確保等に
関する意見書の提出について

原案

可決
14･0 ○ ○ ○

欠

員
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

○賛成　●反対　欠員 死亡による欠員　－議長は除く

　去る平成29年12月4日、切通英博議員が任期途中に

ご急逝されました。

　旧大矢野町時代から総務常任委員などとして活躍。合

併後も天草広域連合議会議員、議会運営委員を務め、本

年度5月からは総務常任委員長として、市議

会及び市政の発展にご尽力されました。

　ここに謹んでご冥福をお祈りいたします。

訃　報
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賛 否 表
議案
番号

議案名 結果 表決数
木
下
文
宣

何
川
　
誠

嶋
元
秀
司

切
通
英
博

宮
下
昌
子

西
本
輝
幸

髙
橋
　
健

小
西
涼
司

新
宅
靖
司

田
中
万
里

北
垣
　
潮

島
田
光
久

津
留
和
子

桑
原
千
知

田
中
辰
夫

園
田
一
博

議　案
第66号

工事請負契約の締結について
原案

可決
14･1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

○賛成　●反対　－議長は除く

臨時会
　11月10日に臨時会が開催され、専決処分の承認1件、議
案2件を審議し原案のとおり可決・承認しました。そのほか
報告が1件ありました。

○承認第7号　専決処分の報告及びその承認を求めることについて
（平成29年度上天草市一般会計補正予算（第7号））

　平成29年10月22日執行の第48回衆議院議員総選挙及び第24回最高裁判所裁判官国民審査
にかかる経費1,732万円。
問　選挙のたびに旧松島庁舎にプレハブを設置されているが
　　既存の建物を使う方法はないのか。
答　御指摘の点については選挙管理委員会に報告したいと思います。

○報告第12号　専決処分の報告について
　（和解及び損害賠償額の決定について）
　平成29年9月3日に上天草市松島町の市道道添線において発生した車両損壊事故に関し、平
成29年10月16日に専決処分を行い、車両の所有者と損害賠償の額を決定したもの。

○議案第67号　財産の取得について
　天草四郎メモリアルホールの展示物の充実を図るため、天草市のサンタマリア館の収蔵品を
取得するもの。
問　備品、単価を入れる調査、決定までのプロセスについて。
答　天草四郎メモリアルホール展示品評価委員会を設置し、評価委員3名による個別評価を実

施しました。個別評価終了後に委員3名の評価内容について最終協議をし、3人の評価の
平均額を算出して、その額を評価額として決定しました。

○議案第66号　工事請負契約の締結について
　松島総合運動公園陸上競技場人工芝改修工事にかかる請負契約を締結するもの。
　契約金額1億6,163万5,046円
問　工事期間中グラウンドは使用できないが、
　　現在の利用者の了解は。工事期間中はどうなるのか。
答　体育協会の種目協会、各団体に説明はしています。
　　工事期間中はほかの場所を使用されると思います。
問　JVの事前審査型には幾つ手が挙がったのか。
答　参加を表明されたのは4企業体です。
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　決算特別委員会に付託された一般会計及び特別会計について、
平成29年10月24日から26日まで審査を行いましたので、そ
の結果を報告します。なお、12月定例会において採決の結果、
全会一致で認定されました。

　監査委員から市長から審査のために付された各会計及び基金の運用状況について審査
した結果、法令に準拠して作成されており、関係諸帳簿と照合し、係数は誤りのないも
のと認められたと説明があり、その後執行部から一般会計及び9つの歳入歳出の合計額、
本市の財政状況について説明があった。財政状況については、市税をはじめとする自主
財源に乏しく、歳入総額の約4割を占める地方交付税に大きく依存している状況であり、
今後も人口減少や少子高齢化、更には普通交付税の1本算定化による地方交付税の減少
に伴い、歳入の減少が見込まれることから、引き続き、自主財源の確保と歳出削減によ
る財政運営の健全化に努めて参りたいと総括がありました。

一般会計約188億円 平
成
28
年
度

決
算
報
告

他9会計を認定

監査委員及び執行部より概要説明

主な審議内容

委員長　新宅靖司　　　　副委員長　髙橋　健

委　員　木下文宣　何川　誠　宮下昌子　田中万里　北垣　潮　島田光久　田中辰夫

質疑：集落サポートプロジェクト事業委託料に
ついて、事業の実施状況、効果、課題は
どうなっているか。

回答：県の委託事業であり、日常生活支援など
の集落の維持活性化に資する取り組みを
支援する事業であり、移動販売車による
食料品や日用品の販売、高齢者用サロン
の開催による高齢者の見守り活動を実施
していて買い物弱者の解消に一定の効果
が上がっている。課題は、移動販売は広
範囲な地域を巡回するため、経費がかさ
むこと、販売量も限られていることから
事業継続のために必要な事業収益の確保
が必要と考えています。

質疑：市営住宅使用料金収入未済額について、
滞納の回収に当たってどのように取り組
まれているのか。

回答：市営住宅家賃滞納整理事務処理要綱に基
づき行っています。

質疑：職業疑似体験システム構築委託料につい
て、活用状況、効果の検証は行っている
のか。

回答：海運業疑似体験システム構築委託料につ
いては、地方創生加速化交付金を活用し
市内の2校の中学校で出前講座を実施し、
海運業、上天草の産業等について紹介を
行いました。効果の検証については、本
年3月に導入したこともあって効果検証
までには至っていないがシステムを効果
的に活用するため、海運業の PRのみな
らず、市内企業の職場風景の動画を作成
し、企業紹介ツールとして活用するなど
幅広い利用を行っています。

質疑：敬老行事補助金について、敬老会への参
加者数は把握しているのか、また不参加
の方も多くいると思うが、市民からはど
のような意見が挙がっているのか。

回答：敬老行事実行委員会から実績報告書を基
に把握しています。市民からの意見等に
ついては挙がっていない状況にあります。

《総務企画部所管》

《建設部所管》

《経済振興部所管》

《健康福祉部所管》
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▲古賀市での研修の様子

楊
ヤンピョン
平郡視察

議会運営委員会視察

　平成29年10月20日（金）～22日（日）に韓国・楊平
郡を視察しました。

平成29年11月6日（月）～7日（火）
福岡県、うきは市議会と古賀市議会を視察しました。

　本市が友好都市提携を目指している韓国の楊平郡に
現地視察をしました。現地では、郡守をはじめ、地域
の方々から歓迎を受け、充実した三日間を過ごすこと
ができました。
　地域づくりの取り組みやイチョウが見事な龍門山、
ヘルスツアー、本市と同じく整備が進んでいる人工芝
のサッカー場などを視察し、スポーツの振興や、豊か
な自然環境を生かした農業や観光振興に注力されてい
ると感じました。
　今後、友好都市締結に向けて、民間も巻き込んで交
流可能な分野の検討等を行われると思うが、一歩一歩
確実に信頼関係を築いていく必要があると思いました。

　2016年全国市議会議会改革度調査トップ300に入っている、古賀市議会（全国49位、九州1位、人口
57,959人）と人口が比較的近いうきは市議会（全国226位、九州16位、人口29,509人）。ちなみに上
天草市議会はランク外で熊本県では熊本市議会が入っています。
　研修目的は議会改革先進都市の「標準的な議会運営」と「特徴的な議会改革」を視察し、上天草市議会
との相違を検証し、今後の議会運営・議会改革に生かすためです。

うきは市議会

古賀市議会

　一番驚いたのは議員年齢別で60歳～69歳が9
人で、70歳以上が6人。私たちの質問に対し、
ほとんどを84歳の7期の議員さんが答えて下さ
いました。議会改革特別委員会（全議員）で協議
し、議長名で一般質問の市長答弁書（初回）の事
前配布を執行部に依頼しているという事でした。
深い議論をする為に必要かなと思いました。
　また、補助金等の交付団体の役員就任について
は、議会からは出さないこととするという事であ
りました。議会傍聴の案内は選挙管理委員会が行
い60席の傍聴席は毎回満席とのことでした。

　九州で一番議会改革が進んでいる議会として各地の議会から視察研修が多く、2015年14市議会、
2016年13市議会、2017年が予定を含めて現時点で16議会。上天草市議会基本条例にない政策推
進会議が、古賀市議会基本条例の第5章にあり、第13条に議会は市政に関して重要なものについては、
議員間で共通認識及び合意形成を図り、政策立案を推進するため、政策推進会議を開催することがで
き、政策推進会議により提言として取りまとめたものについては、市長等に報告することができると
あります。
　上天草市議会では、細部に至っては、まだまだ改革すべきところがあるという事が今回の視察研修
でわかりました。質疑応答のあと議場を見せてもらいましたが、タブレットを活用されておられモニ
ター画面が執行部席の後方に2台あり、全議案押しボタン式の表決でわかりやすく、又一般質問の資
料等も画面に映し出されるという事でありました。紙を使わないという事で費用の面でも安く抑える
ことができるという事でした。
　議会運営委員会としましては、初めての視察研修でしたが改革することが見えてきたという事で大
きな成果があったと思います。

▲楊平郡議場で

〈視察者〉
　田中辰夫　切通英博　嶋元秀司　桑原千知
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上
天
草
市
議
会
常
任
委
員
会

　
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
経
過
、
並
び
に
結
果
に
つ
い
て
報
告
し

ま
す
。前

島
観
光
拠
点
施
設
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
。

観
光
交
流
活
性
化
施
設
に
つ
い
て
は
、
施
設
の

管
理
に
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す
る
予
定
で

あ
り
、
12
月
議
会
終
了
後
に
指
定
管
理
候
補
者
の

募
集
を
開
始
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
平
成
31

年
4
月
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
市
と
管
理
者
に
お
い

て
運
営
内
容
等
に
つ
い
て
の
協
議
を
進
め
て
行
く

予
定
で
あ
り
ま
す
。

催
物
・
物
品
の
展
示
等
又
は
物
品
の
販
売
等
を

行
う
場
合
の
使
用
料
、
1
日
に
つ
き
1
平
方

メ
ー
ト
ル
あ
た
り
5
円
に
つ
い
て
の
答
弁
が
あ
っ

た
。
非
常
に
安
く
感
じ
る
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
に
運
営
し
て
い
く
の
か
。

基
本
的
に
芝
生
広
場
、
に
ぎ
わ
い
広
場
の
使
用

料
を
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
面
積
に
使

用
料
を
か
け
て
算
出
し
、
支
払
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

使
用
す
る
場
合
は
芝
生
広
場
や
に
ぎ
わ
い
広
場

全
体
を
借
り
て
使
用
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
。

運
用
面
で
様
々
な
ケ
ー
ス
が
考
え
ら
れ
る
が
、

基
本
的
に
は
全
体
を
借
り
て
い
た
だ
く
こ
と
を

想
定
し
て
い
ま
す
。
仮
に
イ
ベ
ン
ト
の
規
模
が
小
さ

く
、
半
分
を
利
用
し
た
い
旨
の
希
望
が
あ
っ
た
場
合

は
、
指
定
管
理
者
と
の
協
議
に
よ
っ
て
決
定
す
る
こ

と
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
柔
軟
に
対
応
で
き
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
係
留
施
設
に
つ
い
て
は
、
一
時
的
な
場
合
の

利
用
を
想
定
し
て
い
る
と
答
弁
が
あ
っ
た
が
、

そ
の
判
断
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
感
じ

て
い
る
。
最
初
は
厳
し
く
運
営
し
て
い
て
も
、

年
月
が
経
つ
に
つ
れ
て
2
、
3
日
係
留
す
る

事
例
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
の
で
、
取
り
決
め
な
ど
を
十
分
整
備
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
整
備
事
業
に
つ
い

て
。

本
市
の
防
災
ア
ナ
ロ
グ
無
線
は
合
併
前
か
ら
旧

4
町
ご
と
に
整
備
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
無
線

通
信
規
則
が
改
正
さ
れ
、
日
本
に
お
い
て
も
平
成
17

年
度
に
関
係
省
令
等
を
改
正
し
て
い
る
が
、
平
成
15

年
度
に
九
州
総
合
通
信
局
か
ら
今
後
の
ア
ナ
ロ
グ
で

の
整
備
は
認
め
ら
な
い
旨
の
通
知
が
あ
り
、
市
で
整

備
を
行
う
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

総
務
常
任
委
員
会

12月12日

議
案
第
68
号

上
天
草
市
前
島
観
光
拠
点
施
設

　
　
　
　
　
　
　
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
70
号

平
成
29
年
度
上
天
草
市
一
般
会
計

　
　
　
　
補
正
予
算
（
第
8
号
）
所
管
部
門

可
決
可
決

可
決
可
決

問問 答

問 答答

問答

▲防災無線

意
見
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付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
経
過
並
び
に
結
果
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

Ｊ
A
あ
ま
く
さ
研
修
施
設
建
設
工
事
補
助
金
に

つ
い
て
、
補
助
金
の
額
が
天
草
市
の
半
額
と

な
っ
て
い
る
が
、
算
定
根
拠
は
。

当
初
は
Ｊ
A
か
ら
、
天
草
市
と
同
額
の
補
助
金

の
要
求
が
あ
り
ま
し
た
が
、
利
用
頻
度
や
償
却

資
産
の
割
合
な
ど
を
考
慮
し
て
、
天
草
市
の
半
額

と
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

現
在
応
募
が
あ
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
全
体
の

募
集
人
数
は
。

Ｊ
A
よ
り
募
集
人
員
は
4
名
と
聞
い
て
い
ま
す

が
、
現
在
2
件
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
と
聞

い
て
い
ま
す
。

本
市
は
応
募
が
ま
だ
な
い
と
聞
い
た
が
、
水
耕

栽
培
は
莫
大
な
投
資
が
か
か
る
う
え
、
2
年
間

学
ん
で
、
施
設
を
つ
く
り
、
農
業
を
始
め
た
後
の
支

援
等
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

新
規
就
農
者
と
な
っ
て
い
た
だ
く
と
、
国
か
ら

年
間
1
5
0
万
円
の
交
付
金
が
あ
る
の
で
活
用

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
就
農
後
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
県
、

県
農
業
振
興
課
、
農
業
委
員
会
、
Ｊ
A
も
含
め
た
と

こ
ろ
で
、
チ
ー
ム
を
作
っ
て
い
ま
す
の
で
、
新
規
就

農
者
に
対
し
て
は
、
毎
年
2
回
か
ら
3
回
程
の
面
接

を
し
な
が
ら
、
経
営
状
況
の
把
握
や
融
資
の
相
談
な

ど
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
の
で
、
引
続
き
実
施
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

林
道
東
浦
大
作
山
線
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
設
置
工
事

に
つ
い
て
、
1
カ
所
で
24
ｍ
な
の
か
。
ま
た
今

回
、
区
長
か
ら
の
要
望
が
あ
っ
て
い
る
の
か
。

1
カ
所
24
ｍ
で
あ
り
、
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、

1
月
19
日
付
け
で
、
大
作
山
の
区
長
か
ら
要
望

が
あ
っ
て
お
り
、
危
険
で
あ
る
た
め
、
今
回
対
応
し

ま
す
。上

東
排
水
機
場
仮
設
電
気
基
盤
設
備
に
つ
い
て
、

今
後
、
保
険
な
ど
を
か
け
る
こ
と
は
で
き
な
い

の
か
。特

殊
な
設
備
で
あ
る
の
で
、
土
地
改
良
連
合
会

な
ど
に
相
談
し
、
可
能
な
の
か
分
か
り
ま
せ
ん

が
、
確
認
を
取
っ
て
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

災
害
発
生
時
等
は
停
電
す
る
が
、
予
備
発
電
機

は
備
え
付
け
て
あ
る
の
か
。

予
備
発
電
機
は
備
え
付
け
て
い
る
の
で
、
停
電

時
は
発
電
機
で
運
転
し
ま
す
。
ま
た
農
林
水
産

省
所
管
で
整
備
し
た
施
設
に
つ
い
て
は
、
全
て
予
備

発
電
機
は
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

上
天
草
市
企
業
立
地
促
進
及
び
雇
用
促
進
条
例

に
基
づ
き
、
補
助
を
す
る
と
思
う
が
、
今
回
、

16
名
の
雇
用
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
か
。

今
回
の
補
助
の
基
点
と
な
っ
た
の
が
、
平
成
27

年
度
か
ら
の
増
設
と
新
規
雇
用
を
増
や
す
取
り

組
み
が
行
わ
れ
た
事
が
対
象
で
あ
り
ま
す
。
平
成
27

年
度
に
市
内
居
住
者
16
名
の
雇
用
が
あ
っ
て
お
り
、

今
年
度
16
名
の
雇
用
が
あ
っ
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

経
済
建
設
常
任
委
員
会

12月13日

議
案
第
70
号

平
成
29
年
度
上
天
草
市
一
般
会
計

　
　
　
　
　
補
正
予
算
（
第
8
号
）
所
管
部
門
可
決
可
決

問答問答

問問 答問

問

答

答

答

問答

▲上東排水機場
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付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
経
過
、
並
び
に
結
果
に
つ
い
て
報
告
し

ま
す
。子

供
会
や
ク
ラ
ブ
活
動
の
利
用
に
つ
い
て
、
新

料
金
に
な
っ
た
場
合
、
減
免
は
ど
の
ぐ
ら
い
に

な
る
の
か
。

半
額
に
減
免
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

来
年
度
以
降
は
売
り
上
げ
の
料
金
が
上
が
る
と

見
込
ま
れ
る
が
、
指
定
管
理
者
制
度
の
契
約
内

容
は
同
じ
か
、
も
し
く
は
内
容
を
精
査
し
て
変
更
す

る
の
か
。

1
年
間
は
収
支
の
様
子
を
見
て
、
そ
の
後
指
定

管
理
者
と
の
協
議
の
上
で
指
定
管
理
費
等
は
設

定
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
来
年
度
の
委
託
料
は
同

額
で
考
え
て
い
ま
す
。

●
管
理
費
が
足
り
な
く
な
っ
た
場
合
は
補
正
予

算
等
で
対
応
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
う
が
、

完
成
後
の
1
年
間
の
利
用
状
況
や
合
宿
等
で

の
周
囲
の
旅
館
の
利
用
状
況
な
ど
の
説
明
資

料
の
整
備
を
お
願
い
し
た
い
。

大
矢
野
宮
津
地
区
複
合
セ
ン
タ
ー
設
計
委
託
料

が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
建
設
に
か
か
る
総
事

業
費
は
い
く
ら
か
。

総
事
業
費
は
概
算
で
約
10
億
1,
2
0
0
万
円

で
あ
り
ま
す
。

湯
島
学
校
用
地
の
り
面
崩
壊
に
か
か
る
補
償
金

は
市
の
災
害
補
償
の
保
険
金
な
ど
か
ら
充
て
ら

れ
る
の
か
。

補
償
金
の
支
払
い
に
つ
い
て
は
熊
本
県
町
村
会

の
総
合
賠
償
保
険
で
賄
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。星

平
地
区
排
水
管
工
事
負
担
金
に
つ
い
て
、
ご

み
焼
却
場
建
設
時
か
ら
の
こ
と
だ
と
思
う
が
、

い
き
さ
つ
は
。

ご
み
焼
却
場
建
設
に
伴
い
、
地
元
の
星
平
地
区

と
天
草
広
域
連
合
と
の
間
で
地
域
振
興
策
の
覚

書
が
交
わ
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

電
力
が
不
足
す
る
の
で
、
能
力
が
大
き
い
も
の

に
組
み
替
え
る
と
い
う
こ
と
だ
が
看
護
学
校
は

対
象
に
な
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
が
こ

こ
ま
で
の
容
量
の
増
加
が
必
要
に
な
る
の
か
。

2
機
の
設
置
を
予
定
し
て
お
り
、
1
機
は
医
療

機
器
や
病
院
内
、
1
機
は
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
や

防
災
扉
な
ど
消
防
設
備
に
対
し
て
稼
働
す
る
も
の
と

し
て
お
り
ま
す
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

12月14日

議
案
第
69
号

上
天
草
市
松
島
総
合
運
動
公
園
条
例
の
一
部
を

　
　
　
　
　
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
70
号

平
成
29
年
度
上
天
草
市
一
般
会
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
補
正
予
算
（
第
8
号
）

可
決
可
決

可
決
可
決

議
案
第
73
号

平
成
29
年
度
上
天
草
市

　
　
　
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）

議
案
第
75
号

平
成
29
年
度
上
天
草
市
上
天
草
総
合
病
院

　
　
　
　
　
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

問答問

答問問 答

問問 答答 答

意
見

▲工事中の陸上競技場
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一般質問

12月定例会では12人の議員が一般質問を行いました。
日程 氏　名 質問事項 一般質問動画

12
　
／
　
15

宮下昌子

▶ 国民健康保険について

▶ 市営住宅について

▶ 高齢者の移動手段の確保について

 

髙橋　健 ▶ 上天草の観光戦略と交通渋滞について  

津留和子 ▶ 国保の都道府県化について  

新宅靖司

▶ 前島開発について

▶ 八代架橋と八代航路とクルーズ船について

▶ 土砂災害警戒区域について

 

12
　
／
　
18

何川　誠

▶ 市道整備について（大矢野町上・中地区）

▶ 小鳥が丘水道について

▶ 小鳥が丘線市道編入について

 

田中辰夫
▶ 上天草市小中学校空調設備の設置について

▶ 市長として3年経つが成果について
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12
　
／
　
18

西本輝幸 ▶ 下水道事業について  

桑原千知
▶ 八代天草架橋について

▶ 議場での国旗・市旗の掲揚について

12
　
／
　
19

北垣　潮

▶ 海岸漂着物処理対策について

▶ 市史編さん委員のカラ出張疑いの調査について

▶ 消防、初期消火対策について

▶ 少子高齢化対策について

田中万里

▶ 花の産地上天草市の知名度アップに向けて

▶ フラワーロード（大矢野北部広域農道）の活用に

ついて

▶ 上天草高校の市役所採用率について

▶ 小中学校へのエアコン導入について

嶋元秀司
▶ 宮津地区開発について

▶ 漁港、港湾の浚渫について

島田光久

▶ 集団移転住宅の現状と今後の対策について

▶ 第7次天草地域保健医療計画（素案）について

▶ 第7期介護保険事業計画素案の状況について

　上天草市議会では、本会議の様子を、本会議終了後から市議会ホームページで配信しています。

　各議員の質問事項の横に一般質問の録画映像のホームページの2次元コードを掲載します。

　お手持ちのタブレット端末や、スマートフォンの専用アプリで、2次元コードを読み取ると、各議

員の一般質問の録画映像が御覧いただけます。

　注意（免責）事項に関しましては、下記ホームページに記載していますので、御視聴前に御一読く

ださい。

上天草市議会インターネット中継

URL:http://kamiamagikai.sakura.ne.jp

一般質問動画について

egao-29_p11-18.indd   12 2018/02/05   13:57:22
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宮
下　

市
営
住
宅
は
、
昭
和
40

年
代
建
設
が
42
棟
、
50
年
代
が
3

棟
で
全
体
の
76
%
だ
。
改
修
は
ど

れ
ぐ
ら
い
進
ん
で
い
る
の
か
。

建
設
部
長　

平
成
29
年
度
ま
で

の
改
修
率
は
約
38
%
と
な
る
見
込

み
で
す
。
今
後
は
、
平
成
35
年
度

ま
で
順
次
改
修
を
進
め
て
い
く
予

定
で
す
。

宮
下　
『
公
営
住
宅
長
寿
命
化
計

画
』
で
は
、
立
て
替
え
予
定
と
あ

る
住
宅
が
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い

る
。
計
画
の
進
捗
状
況
は
。

建
設
部
長　

廃
止
の
方
向
に

持
っ
て
い
く
部
分
と
立
て
替
え
と

判
断
し
な
が
ら
、
今
後
検
討
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

宮
下　

ト
イ
レ
が
ま
だ
汲
み
取

り
の
ま
ま
の
と
こ
ろ
が
あ
る
。
立

て
替
え
の
計
画
が
無
い
の
で
あ
れ

ば
、
水
洗
化
に
早
く
す
べ
き
で
は

な
い
の
か
。
市
は
、
環
境
汚
染
対

策
で
合
併
浄
化
槽
に
補
助
金
を
出

し
て
推
進
し
て
い
る
。
矛
盾
し
な

い
の
か
。

市
長　

水
洗
化
率
を
高
め
て
い

く
の
は
行
政
の
役
目
と
思
っ
て
い

ま
す
。
公
営
住
宅
の
方
を
率
先
し

て
や
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
の
は

感
じ
て
い
ま
す
。

【
高
齢
者
の
移
動
手
段
に
つ
い
て
】

宮
下　

高
齢
者
が
運
転
免
許
証

を
返
納
し
た
場
合
の
支
援
は
。

総
務
企
画
部
長　

路
線
バ
ス
の

乗
車
割
引
き
制
度
が
あ
り
ま
す
。

宮
下　

上
天
草
市
は
、
公
共
交

通
に
頼
っ
た
生
活
が
で
き
る
よ
う

に
は
な
っ
て
い
な
い
。『
乗
合
タ

ク
シ
ー
』
の
今
後
の
方
針
は
。

総
務
企
画
部
長　

1
人
乗
車
の

利
用
が
多
い
こ
と
か
ら
、
複
数
人

で
の
利
用
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

宮
下　

他
に
対
策
は
考
え
て
い

る
か
。

総
務
企
画
部
長　
『
地
域
公
共

交
通
網
形
成
計
画
』
の
中
で
、
検

討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

宮
下　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
利
用

は
。

総
務
企
画
部
長　

現
在
、
市
民

も
一
緒
に
使
え
る
『
混
乗
』
を
検

討
中
で
す
。

髙
橋　

上
天
草
市
に
お
い
て
近

年
、
観
光
客
の
増
加
を
目
的
と
し

た
取
り
組
み
や
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
て
い
る
。
同
時
に
週
末
等
の
渋

滞
も
慢
性
的
に
見
ら
れ
る
様
に

な
っ
た
と
思
う
が
、
具
体
的
な
対

応
策
を
市
と
し
て
考
え
て
い
る
事
、

ま
た
県
や
国
と
協
議
し
て
い
る
事

は
な
い
の
か
。

市
長　

上
天
草
市
の
国
道
、
県

道
に
つ
い
て
も
、
天
草
管
内
の
道

路
期
成
会
を
通
し
て
要
望
を
あ
げ

て
い
ま
す
。
特
に
大
矢
野
町
の
国

道
の
渋
滞
対
策
に
つ
い
て
要
望
を

毎
年
あ
げ
て
い
ま
す
が
、
現
実
的

に
は
生
活
道
路
と
重
な
っ
て
い
る

部
分
が
あ
っ
て
抜
本
的
な
対
策
が

出
来
て
い
な
い
と
言
う
の
が
現
状

で
す
。

髙
橋　

大
矢
野
町
の
国
道
の
2

車
線
化
を
私
は
強
く
希
望
す
る
が
、

こ
の
事
に
つ
い
て
国
や
県
と
具
体

的
に
協
議
を
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る

の
か
、
ま
た
予
算
等
は
ど
れ
位
掛

か
る
の
か
試
算
等
は
な
さ
れ
て
い

な
い
の
か
。

建
設
部
長　

事
業
費
や
用
地
の

確
保
等
の
課
題
か
ら
現
在
は
具
体

的
な
検
討
は
し
て
い
な
い
と
聞
い

て
お
り
、
市
と
し
て
は
県
が
整
備

を
進
め
る
熊
本
天
草
幹
線
道
路
に

注
力
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

髙
橋　

大
矢
野
北
部
農
道
が
開

通
し
て
、
渋
滞
時
の
迂
回
路
と
し

て
少
し
ず
つ
認
識
さ
れ
て
き
て
お

り
、
最
近
で
は
宮
津
地
区
の
渋
滞

も
み
ら
れ
る
が
、
ど
う
思
っ
て
い

る
か
。

建
設
部
長　

市
と
し
て
は
当
面

建
設
す
る
複
合
施
設
等
も
念
頭
に

置
き
な
が
ら
、
地
域
計
画
と
整
合

し
た
道
路
整
備
や
現
道
の
交
通
渋

滞
解
消
方
策
等
を
総
合
的
に
考
慮

し
た
環
境
の
実
現
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

宮下　昌子 議員

市営住宅の立て替え計画が無いのであれば早く水洗化を
公営住宅の方を率先して
やる必要はあると感じています

Ｑ
Ａ

髙橋　健 議員

上天草市における交通渋滞について何らかの対策は
毎年、県の方にも要望書をあげているが、
抜本的対策はない

Ｑ
Ａ

▲宮津交差点

H26
年

H27
年

H28
年

H29
年

免許証返納者数
※H29年は11月
末まで

38 49 87 105

高齢者事故
発生件数
※H29年は12月
11日まで

26 9 12 15

▲市内の高齢者の運転状況

egao-29_p11-18.indd   13 2018/02/05   13:57:23



14 2018 上天草市議会だより29号
kamiamakusa municipal assembly

津
留　

平
成
28
年
度
の
上
天
草

市
の
国
民
健
康
保
険
の
現
状
は
。　

市
民
生
活
部
長　

被
保
険
者
数

8,
7
7
3
人
、
滞
納
者
数
は
現

年
度
分
で
3
3
8
人
、
滞
納
繰
越

分
5
1
2
人
で
合
計
8
5
0
世
帯
、

差
し
押
さ
え
件
数
67
件
で
す
。

津
留　

国
民
保
険
制
度
は
ほ
か

の
国
に
類
を
見
な
い
素
晴
ら
し
い

制
度
で
有
難
い
制
度
だ
と
思
う
。

日
本
国
民
、
上
天
草
市
民
の
健
康

的
な
幸
せ
な
日
々
を
支
え
る
大
事

な
制
度
。
平
成
30
年
度
か
ら
広
域

化
の
制
度
に
移
行
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
だ
が
、
こ
の
、
先
国
民
に
不

利
益
な
制
度
に
な
る
こ
と
だ
け
は

避
け
て
も
ら
い
た
い
。
詳
し
い
説

明
を
求
め
る
。

健
康
福
祉
部
長　

現
行
の
国
保

制
度
は
市
町
村
の
財
政
運
営
が
不

安
定
と
な
る
リ
ス
ク
を
抱
え
て
い

ま
す
。
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に

国
は
国
民
保
険
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
を
施
行
し
ま
し
た
。

改
革
の
柱
と
し
て
、
財
政
安
定
化

基
金
や
国
の
財
政
支
援
の
拡
充
、

平
成
30
年
度
か
ら
都
道
府
県
が
国

保
の
財
政
運
営
責
任
を
担
う
な
ど

中
心
的
役
割
を
果
た
し
、
市
町
村

と
共
同
運
営
を
行
う
こ
と
で
国
保

財
政
の
安
定
化
を
図
り
ま
す
。

　

効
率
的
な
事
務
や
事
業
の
取
り

組
み
を
行
う
こ
と
で
持
続
可
能
な

国
保
制
度
の
最
後
の
と
り
で
で
す
。

津
留　

市
長
に
、
国
保
の
現
状

と
こ
れ
か
ら
の
市
の
取
り
組
み
を

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
見
解
を
聞

か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

市
長　

国
保
の
運
営
規
模
が
県

単
位
に
な
っ
た
こ
と
は
決
し
て
悪

く
な
い
。
高
齢
化
は
進
む
に
し
ろ
、

で
き
る
だ
け
元
気
に
暮
ら
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
来
年
度
、
上
天
草

市
版
の
健
康
ポ
イ
ン
ト
の
創
設
に

向
け
て
事
務
協
議
を
進
め
て
い
ま

す
。

津
留　

保
険
料
を
一
円
で
も
上

げ
て
ほ
し
く
な
い
。
市
長
に
は

「
市
民
第
一
の
情
」
を
も
っ
て
お

考
え
い
た
だ
き
た
い
。

新
宅　

前
島
の
旧
ヤ
マ
ハ
跡
地

に
観
光
交
流
施
設
が
計
画
さ
れ
て

い
る
が
、
財
源
、
予
算
及
び
実
施

計
画
が
出
来
た
経
緯
を
伺
う
。

総
務
企
画
部
長　

観
光
交
流
施

設
の
本
体
工
事
が
4
億
3,
0
0
0

万
円
で
外
構
工
事
と
し
て

1
億
4,
0
0
0
万
円
を
見
込
ん

で
お
り
ま
す
。
財
源
と
し
て
は
、

主
に
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

と
合
併
特
例
債
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
建
築
の
専
門
家
や
民
間
委
員

を
含
む
審
査
会
に
お
い
て
審
査
し
、

委
託
し
た
も
の
で
す
。

新
宅　

当
初
は
、
地
中
海
風
に

開
発
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
た
が
、

真
っ
黒
な
建
物
で
周
囲
の
建
物
と

調
和
が
保
て
る
の
か
疑
問
で
あ
る
。

又
、
指
定
管
理
料
は
発
生
し
な
い

の
か
。

総
務
企
画
部
長　

環
境
省
の
指

導
を
受
け
、
可
能
な
修
正
を
加
え

現
在
の
案
と
な
り
ま
し
た
。
基
本

的
に
は
指
定
管
理
料
は
支
払
わ
な

い
考
え
で
す
。

新
宅　

施
設
内
に
防
災
倉
庫
を

計
画
し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に

利
用
し
て
行
く
の
か
。

総
務
企
画
部
長　

交
付
率
の
高

い
交
付
金
を
獲
得
す
る
た
め
計
画

し
ま
し
た
。
ア
ウ
ト
ド
ア
体
験
に

使
用
す
る
道
具
類
を
保
管
す
る
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
考
え
て
お
り
ま
す
。

新
宅　

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
、
レ
ン

タ
ル
サ
イ
ク
ル
、
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク

が
体
験
で
き
る
事
に
な
っ
て
い
る

が
、
使
用
料
や
安
全
面
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

総
務
企
画
部
長　

指
定
管
理
者

と
協
議
の
上
、

料
金
設
定
さ

れ
、
安
全
を

図
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る

と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

【
松
島
八
代
航
路
と

�

ク
ル
ー
ズ
船
に
つ
い
て
】

新
宅　

11
月
25
日
八
代
港
に
ク

ル
ー
ズ
船
専
用
岸
壁
が
着
工
し
ま

し
た
。
年
間
ク
ル
ー
ズ
船
が
70
隻

以
上
来
る
。
こ
れ
を
機
に
松
島
八

代
航
路
を
復
活
で
き
な
い
か
。

市
長　

ク
ル
ー
ズ
船
の
乗
客
が
、

地
域
経
済
に
影
響
を
与
え
て
い
な

い
と
聞
い
て
い
ま
す
。
モ
デ
ル
ツ

ア
ー
を
や
っ
て
上
天
草
市
に
高
評

価
を
得
た
と
こ
ろ
で
す
。
お
客
さ

ん
が
来
る
可
能
性
が
大
い
に
あ
る

と
い
う
事
で
、
対
応
を
考
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

津留　和子 議員

平成30年度から国保が広域化へ。その中身は
都道府県が国保の財政運営責任を担う

Ｑ
Ａ

新宅　靖司 議員

前島開発の指定管理料や運営は
管理料は支払わず利用料等で運営

Ｑ
Ａ

▲前島観光拠点施設（案）
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何
川　

大
矢
野
町
環
状
西
一
号

線
、
大
手
原
か
ら
串
ま
で
の
区
間

は
道
路
拡
張
の
計
画
は
あ
る
の
か
。

要
望
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
よ
う

だ
が
。

建
設
部
長　

大
手
原
区
か
ら
串

ま
で
の
区
間
に
つ
き
ま
し
て
は
、

延
長
1
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
程
度
で
ご

ざ
い
ま
す
。
道
路
幅
員
は
狭
く
、

大
型
車
の
離
合
が
困
難
箇
所
も
あ

り
ま
す
。

何
川　

路
線
バ
ス
や
大
型
車
の

離
合
が
困
難
で
あ
る
。
カ
ー
ブ
で

見
通
し
が
大
変
悪
い
所
も
あ
り
、

中
間
あ
た
り
に
離
合
所
を
作
る
こ

と
は
で
き
な
い
の
か
。

建
設
部
長　

先
日
改
め
て
現
状

を
把
握
し
た
と
こ
ろ
、
交
通
量
も

あ
る
こ
と
か
ら
離
合
箇
所
の
整
備

に
つ
き
ま
し
て
は
、
再
度
地
元
区

長
等
と
協
議
を
行
っ
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

何
川　

市
道
大
矢
野
中
地
区
江

後
か
ら
満
越
線
測
量
設
計
の
予
算

が
計
上
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、

場
所
は
何
処
な
の
か
。

建
設
部
長　

御
質
問
の
路
線
は

市
道
満
越
江
後
線
の
終
点
部
分
で

ご
ざ
い
ま
し
て
、
国
道
2
6
6
号

線
と
の
交
差
点
ま
で
の
区
間
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
に
な
り
ま
し
て
、

事
業
推
進
可
能
と
の
情
報
を
い
た

だ
い
た
こ
と
か
ら
、
設
計
委
託
を

実
施
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

事
業
計
画
を
作
成
し
、
事
業
を

推
進
し
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

何
川　

い
ず
れ
も
予
算
の
関
係

で
こ
れ
か
ら
だ
と
思
う
が
、
住
民

が
安
心
し
て
通
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
早
期
の
着
工
を
お
願
い
し

た
い
。

田
中　

上
天
草
市
の
設
置
状
況

及
び
県
並
び
に
全
国
の
状
況
に
つ

い
て
。
ま
た
、
国
の
基
準
は
。

教
育
部
長　

市
全
体
の
設
置
率

は
15
%
、
県
で
は
30
・
9
%
、
全

国
で
は
、
41
・
7
%
で
す
。
ま
た
、

教
室
等
の
環
境
に
係
る
学
校
環
境

衛
生
基
準
が
定
め
て
あ
り
、
教
室

内
の
温
度
は
10
度
以
上
30
度
以
下

で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
教
育
環
境
の

質
的
な
向
上
を
図
る
整
備
と
し
て
、

空
調
設
備
の
設
置
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

田
中　

地
球
温
暖
化
に
よ
る
異

常
気
象
に
伴
い
気
温
の
上
昇
な
ど

に
よ
り
、
熱
中
症
や
学
力
や
運
動

力
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
今
、
早

急
に
設
置
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
市
長
の
決
意
を
お
願

い
し
ま
す
。

市
長　

来
年
度
、
実
施
設
計
を

計
上
し
て
、
31
・
32
年
度
の
計
画

に
つ
い
て
道
筋
を
つ
け
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
市
長
と
し
て
3
年
、

�

成
果
に
つ
い
て
】

田
中　

選
挙
公
約
に
掲
げ
た
5

つ
の
柱
の
達
成
度
に
つ
い
て
。

市
長　

信
用
が
非
常
に
失
墜
し

て
い
た
時
期
の
中
で
、
市
政
の
信

頼
回
復
、
将
来
を
見
据
え
た
行
財

政
改
革
、
教
育
環
境
の
向
上
と
子

育
て
支
援
、
そ
し
て
安
心
安
全
な

暮
ら
し
の
実
現
、
人
口
流
出
の
歯

止
め
に
、
今
後
も
様
々
な
意
見
を

お
聞
き
し
て
、
今
、
計
画
で
き
た

も
の
を
確
実
に
管
理
す
る
た
め
に

着
実
に
推
進
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

【
市
長
の
松
島
庁
舎

�

来
庁
に
つ
い
て
】

田
中　

2
庁
舎
方
式
の
中
、
松

島
庁
舎
来
庁
に
つ
い
て
。

市
長　

今
で
も
、
で
き
る
だ
け

松
島
庁
舎
で
来
客
を
受
け
た
り
と

か
や
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、
な
か

な
か
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理

が
非
常
に
難
し
い
で
す
。
た
だ
本

庁
舎
が
二
つ
と
い
う
事
で
や
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
松

島
庁
舎
に
行
け
る
よ
う
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

田
中　

市
民
及
び
職
員
の
高
揚

の
た
め
に
も
定
期
的
に
来
庁
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

何川　誠 議員

市道整備について
事故防止の観点から協議を
行ってまいります

Ｑ
Ａ

田中　辰夫 議員

小・中学校の空調設備の設置について
中学校は31年度、小学校は32年度
までに設置します

Ｑ
Ａ

▲高舞登山からの眺望
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西
本　

下
水
道
事
業
は
旧
松
島

町
に
お
い
て
昭
和
50
年
度
に
事
業

着
工
し
、
平
成
4
年
4
月
供
用
開

始
か
ら
25
年
経
過
し
て
い
る
。
こ

の
間
、
事
業
計
画
区
域
の
整
備
に

取
り
組
ま
れ
、
ほ
ぼ
計
画
通
り
に

整
備
が
完
了
さ
れ
て
い
る
が
、
本

市
の
下
水
道
事
業
運
営
は
汚
水
処

理
金
額
を
下
水
道
使
用
料
金
で
収

入
を
賄
う
こ
と
が
出
来
て
お
ら
ず
、

一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
て
い
る

状
況
で
あ
り
、
今
後
の
施
設
の
老

朽
化
に
伴
い
終
末
処
理
場
施
設
管

理
等
の
改
修
は
避
け
て
は
通
れ
な

い
。
支
出
増
が
見
込
ま
れ
る
中
、

経
営
基
盤
の
強
化
や
経
営
健
全
化

の
取
り
組
み
は
重
要
課
題
で
あ
る

と
思
う
が
、
下
水
道
事
業
の
概
要

に
つ
い
て
尋
ね
た
い
。

建
設
部
長　

下
水
道
計
画
区
域

1
8
8
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
う
ち

1
8
2
・
3
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
管
渠

等
の
整
備
を
終
え
て
お
り
、
整
備

率
に
し
ま
し
て
97
%
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
下
水
道
加
入
状
況
に
つ

き
ま
し
て
は
、
阿
村
地
区
下
水
道

区
域
世
帯
数
7
8
1
戸
に
対
し
ま

し
て
、
加
入
世
帯
が
5
6
0
戸
、

率
に
し
ま
し
て
71
・
7
%
、
合
津

地
区
下
水
道
区
域
内
世
帯
数

9
9
1
戸
に
対
し
ま
し
て
9
0
0

戸
、
率
に
し
て
約
90
・
8
%
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

全
体
で
戸
数
1,
7
7
2
戸
の

う
ち
1,
4
6
0
戸
の
加
入
と
な

り
、
約
82
%
の
加
入
率
と
な
っ
て

い
る
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。

西
本　

整
備
率
は
、
97
%
と
計

画
通
り
進
ん
で
い
る
が
、
下
水
道

加
入
率
が
82
%
で
低
い
と
思
う
が

一
因
は
何
か
。

建
設
部
長　

下
水
道
未
加
入
世

帯
に
つ
き
ま
し
て
は
、
既
存
に
浄

化
槽
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、

下
水
道
へ
の
接
続
に
伴
う
工
事
費

用
の
負
担
な
ど
が
課
題
と
し
て
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
い
た
し

ま
す
。

西
本　

一
般
会
計
か
ら
の
繰
越
金

が
1
億
8,
2
4
2
万
7,
0
0
0

円
、
下
水
道
使
用
料
金
が

6,
0
0
0
万
円
で
数
字
を
見
る

と
先
が
見
え
な
い
状
況
だ
と
思
う

が
、
市
長
の
見
解
を
聞
き
た
い
。

市
長　

下
水
道
事
業
そ
の
も
の

を
継
続
し
て
い
く
の
で
あ
れ
ば
、

あ
る
程
度
の
負
担
は
仕
方
な
い
の

か
と
い
う
感
じ
が
し
て
お
り
ま
す
。

桑
原　

松
島
・
姫
戸
・
龍
ヶ
岳

に
お
い
て
当
面
の
大
き
な
課
題
は
、

八
代
天
草
架
橋
を
実
現
に
向
け
て

前
進
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
、

県
南
の
発
展
は
こ
こ
に
か
か
っ
て

い
る
。
一
貫
し
て
質
問
し
て
い
る

の
は
、
県
に
働
き
か
け
る
手
前
の

段
階
を
行
う
意
思
が
あ
る
か
と
い

う
こ
と
だ
。

市
長　

推
進
し
て
行
こ
う
と
い

う
気
持
ち
は
同
じ
で
す
。
例
え
ば

一
つ
の
協
議
会
と
し
て
、
五
つ
の

団
体
が
連
携
し
て
、
陳
情
や
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
行
う
と
い
っ
た
こ
と

は
や
ろ
う
と
思
っ
た
ら
で
き
ま
す
。

五
つ
の
団
体
を
構
成
す
る
方
々
の

意
見
は
あ
る
程
度
、
調
整
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。

桑
原　

ま
ず
は
県
を
動
か
し
、

八
代
天
草
架
橋
実
現
に
向
け
て
、

私
は
市
長
に
率
先
し
て
旗
振
り
役

を
担
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

八
代
と
の
組
織
再
編
の
中
で
、

議
会
も
一
体
と
し
て
な
ら
な
い
と

な
し
得
な
い
案
件
で
あ
る
。
そ
う

い
っ
た
思
い
を
強
く
前
面
に
出
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
強
く
願
う
。

【
議
場
の
国
旗
・
市
旗
の

�

掲
揚
に
つ
い
て
】

桑
原　

議
会
運
営
委
員
会
で
、

福
岡
県
古
賀
市
と
う
き
は
市
に
研

修
に
行
っ
た
が
、
両
市
と
も
国

旗
・
市
旗
が
掲
揚
し
て
あ
り
、
議

場
に
入
れ
ば
身
が
引
き
締
ま
る
思

い
が
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も
議
会

に
参
加
し
た
学
生
よ
り
、
な
ぜ
議

場
に
は
国
旗
が
な
い
の
か
と
疑
問

が
あ
っ
た
。
市
長
は
議
場
に
国

旗
・
市
旗
が
掲
揚
さ
れ
て
い
な
い

の
は
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
か
。

市
長　

私
は
掲
揚
し
て
い
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
予
算
も
絡
み

ま
す
が
、
議
会
の
判
断
が
出
れ
ば

速
や
か
に
予
算
を
計
上
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

桑
原　

異
論
が
あ
る
議
員
も
い

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
議
会
の
総

意
と
い
う
こ
と
で
納
得
し
て
も
ら

う
し
か
な
い
。
市
の
将
来
を
担
う

学
生
か
ら
議
場
に
国
旗
・
市
旗
が

な
い
の
は
と
指
摘
を
さ
れ
た
こ
と

を
私
た
ち
議
員
は
受
け
と
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
遅
き
に
失
す
る

前
に
、
こ
の
問
題
は
議
員
と
し
て

取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

西本　輝幸 議員

下水道区域内世帯の加入率は
下水道加入率は82％です

Ｑ
Ａ

桑原　千知 議員

議場に国旗・市旗が無い事はどう感じるか。
掲揚していいと思っています。

Ｑ
Ａ

▲民間期成会のポスター

▲合津終末処理場
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北
垣　

宿
泊
先
の
ホ
テ
ル
代
や

交
通
費
の
領
収
書
は
あ
る
の
か
。

教
育
部
長　

活
動
実
績
報
告
書

だ
け
で
、
領
収
書
添
付
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
の
で
調
査
票
と
し
て

領
収
書
の
提
出
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。

北
垣　

閉
館
中
の
図
書
館
や
資

料
館
に
行
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
4
月
21
日
か
ら
福
岡
の
県
立

図
書
館
や
総
合
図
書
館
に
2
泊
3

日
で
キ
リ
シ
タ
ン
関
係
の
調
査
に

毎
週
行
っ
た
事
に
な
っ
て
い
る
。

1
6
0
4
年
砥
岐
組
（
姫
戸
・

龍
ヶ
岳
・
御
所
浦
・
倉
岳
）
の
大

庄
屋
藤
田
家
が
願
成
寺（
観
乗
寺
）

を
建
て
ら
れ
、
天
草
島
原
の
乱
は

1
6
3
7
年
で
、
砥
岐
組
は
参
加

し
て
い
な
い
。
任
命
さ
れ
て
か
ら

幾
ら
支
払
っ
た
の
か
。

教
育
部
長　

1
0
2
件
の
4
7
8

万
で
、
市
外
の
56
件
の
2
3
6
万

9,
3
2
4
円
を
調
査
中
で
す
。

【
初
期
消
火
対
策
】

北
垣　

消
火
栓
の
配
置
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

総
務
企
画
部
長　

大
矢
野
町

1
4
9
基
、
松
島
町
1
9
1
基
、

姫
戸
町
77
基
、
龍
ヶ
岳
町
56
基
で

す
。

【
少
子
高
齢
化
対
策
】

北
垣　

百
歳
以
上
の
方
は
何
人

い
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長　

男
性
7
名
、

女
性
25
名
の
合
計
32
名
で
す
。

北
垣　

百
歳
以
上
に
な
ら
れ
た

方
の
御
祝
い
を
し
て
い
る
が
、
3

人
4
人
と
生
ま
れ
た
と
こ
ろ
へ
の

支
援
も
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長　

次
世
代
の
方
々
、
お
子

さ
ん
を
出
産
さ
れ
た
方
へ
の
御
祝

い
も
確
か
に
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

【
漂
着
物
対
策
に
つ
い
て
】

北
垣　

平
成
20
年
7
月
30
日
東

京
で
海
ゴ
ミ
対
策
推
進
地
方
議
員

連
盟
を
設
立
し
た
。
自
民
党
の
漂

流
漂
着
物
対
策
特
別
委
員
長
の
加

藤
紘
一
先
生
に
は
大
変
お
世
話
に

な
っ
た
。
予
算
は
ど
れ
ぐ
ら
い
来

て
い
る
か
。

市
民
生
活
部
長　

22
年
は
2
0
0

万
円
、
23
年
は
2
6
6
万
円
、
25

年
は
1,
1
6
2
万
円
、
27
年
は

6
6
5
万
円
、
28
年
は
4
2
6
万

円
で
す
。

田
中　

花
卉
栽
培
の
生
産
者
人

口
と
生
産
高
、
生
産
高
向
上
等
へ

の
市
が
行
う
支
援
策
、
花
卉
栽
培

が
地
域
に
も
た
ら
す
効
果
、
花
の

産
地
と
し
て
の
今
後
の
展
望
に
つ

い
て
。

経
済
振
興
部
長　

平
成
27
年
度

に
お
け
る
花
卉
生
産
者
数
が
68
経

営
体
で
、
推
計
産
出
額
は

9
億
8,
0
0
0
万
円
で
す
。
支

援
策
と
し
て
低
コ
ス
ト
耐
候
性
ハ

ウ
ス
を
整
備
す
る
も
の
で
、
平
成

26
年
度
、
平
成
28
年
度
に
4
経
営

体
に
、
事
業
費
1
億
1,
5
3
5

万
円
の
う
ち
補
助
金
と
し
ま
し
て

6,
8
4
9
万
円
を
交
付
し
て
い

ま
す
。

田
中　

約
10
年
前
、
花
卉
栽
培

に
携
わ
る
人
が
72
経
営
体
で
、
当

時

も

10

億

円

近

く

の

9
億
8,
0
0
0
万
円
を
上
げ
て

お
り
、
件
数
は
減
っ
た
が
生
産
高

は
10
年
前
、
15
年
前
と
変
わ
ら
な

い
。

　

生
産
者
の
経
営
努
力
、
安
定
的

な
経
営
を
行
っ
て
い
る
証
で
は
な

い
か
と
思
う
。

【
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
の
活
用
に
つ
い
て
】

田
中　

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
に
地

域
と
P
T
A
を
絡
め
て
植
樹
を
で

き
な
い
か
、
ま
た
、
10
年
後
を
目

指
し
て
北
部
農
道
の
頂
上
に
観
光

農
園
や
宮
津
公
園
に
花
時
計
を
つ

く
れ
な
い
か
。

市
長　

観
光
農
園
が
あ
っ
て
そ

の
季
節
に
1
面
に
花
が
咲
い
た
風

景
が
あ
る
と
い
ろ
ん
な
人
が
来
る

だ
ろ
う
な
と
想
像
し
ま
す
。
花
時

計
に
つ
い
て
は
や
り
た
い
と
い
う

声
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
検
討
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
あ
と
は
そ
れ
だ
け

に
終
わ
ら
ず
、
複
合
的
に
花
の
産

地
を
P
R
し
て
、
や
は
り
観
光
誘

致
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
考
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

田
中　

こ
の
花
卉
栽
培
の
生
産

高
、
知
名
度
を
上
げ
る
こ
と
で
、

消
費
拡
大
に
も
つ
な
げ
、
雇
用
の

場
に
つ
な
が
る
。
次
の
ス
テ
ッ
プ

で
、
花
公
園
等
で
き
れ
ば
観
光
客

の
入
り
込
み
に
も
つ
な
が
る
と
思

う
。

北垣　潮 議員

市史編さん委員のカラ出張に厳正なる処分を
はっきりすれば適切に対応したい

Ｑ
Ａ

田中　万里 議員

十年後を目指して観光農園と花時計を
やりたいという声があればぜひ検討したい

Ｑ
Ａ

▲加藤紘一先生と

▲北部広域農道

egao-29_p11-18.indd   17 2018/02/05   13:57:26



18 2018 上天草市議会だより29号
kamiamakusa municipal assembly

嶋
元　

宮
津
地
区
の
施
設
間
の

連
携
に
つ
い
て
、
さ
ん
ぱ
ー
る
や

メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
な
ど
人
の
動

き
が
あ
ま
り
な
い
よ
う
な
状
況
だ

が
、
今
後
に
つ
い
て
の
考
え
は
あ

る
か
。

総
務
企
画
部
長　

国
道
や
市
道

に
よ
っ
て
分
離
さ
れ
て
い
る
課
題

も
あ
る
が
、
集
客
力
の
高
い
施
設

か
ら
他
の
施
設
に
誘
導
す
る
よ
う

な
連
携
策
、
エ
リ
ア
を
周
遊
で
き

る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
な
ど
、

広
範
な
検
討
を
行
い
た
い
と
考
え

ま
す
。

嶋
元　
「
ス
パ
・
タ
ラ
ソ
天
草
」

補
修
長
期
化
の
要
因
に
つ
い
て
、

ど
う
考
え
る
か
。

健
康
福
祉
部
長　

施
設
運
営
を

指
定
管
理
者
任
せ
に
し
て
い
た
部

分
も
多
く
、
詳
細
な
チ
ェ
ッ
ク
体

制
が
不
十
分
だ
っ
た
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
海
水
利
用
や
高

所
に
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、

不
具
合
が
発
生
し
や
す
い
状
況
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
経
営
が
厳
し
い

面
も
あ
っ
て
、
多
少
の
不
具
合
を

認
識
し
つ
つ
も
営
業
を
優
先
す
る

管
理
運
営
が
な
さ
れ
て
き
た
事
な

ど
が
、
故
障
が
相
次
い
だ
要
因
と

考
え
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
点
を
反

省
し
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
再
考
し
、

改
修
費
用
等
の
削
減
に
取
り
組
み

た
い
と
考
え
ま
す
。

【
漁
港
、
港
湾
の
浚
渫
に
つ
い
て
】

嶋
元　

定
期
的
に
浚
渫
が
必
要

な
港
湾
が
市
内
各
地
に
あ
る
よ
う

に
思
う
が
、
今
後
の
計
画
に
つ
い

て
優
先
順
位
等
は
あ
る
の
か
。

経
済
振
興
部
長　

漁
港
に
つ
い

て
は
27
年
度
か
ら
機
能
保
全
計
画

の
策
定
時
に
航
路
及
び
泊
地
の
水

深
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
港
湾

施
設
に
関
し
て
は
30
年
度
か
ら
維

持
管
理
計
画
の
見
直
し
に
伴
い
水

深
調
査
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

水
深
調
査
実
施
後
、
計
画
水
域
が

維
持
さ
れ
て
い
な
い
港
で
海
上
事

故
の
危
険
性
が
あ
る
港
か
ら
、
順

次
浚
渫
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

島
田　

介
護
職
の
不
足
で
今
、

介
護
施
設
で
は
苦
慮
し
て
い
る
。

介
護
職
員
研
修
受
講
支
援
事
業
を

提
案
し
た
い
。
第
7
期
介
護
保
険

計
画
で
は
介
護
人
材
の
確
保
、
資

質
の
向
上
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う

な
計
画
で
臨
ま
れ
る
の
か
。

市
長　

委
員
会
で
御
検
討
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
人
材
不

足
は
非
常
に
大
き
な
問
題
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
相
当
苦
労
さ
れ

て
お
ら
れ
ま
す
。
上
天
草
高
校
と

の
連
携
も
含
め
て
、
人
材
確
保
、

人
材
育
成
に
つ
い
て
は
計
画
に
入

れ
る
か
入
れ
な
い
か
以
前
の
問
題

と
し
て
、
上
天
草
市
の
将
来
の
人

材
育
成
と
い
う
意
味
か
ら
し
て
も

必
要
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

島
田　

誰
で
も
介
護
の
お
世
話

に
な
る
時
が
必
ず
や
っ
て
く
る
。

親
は
家
族
に
迷
惑
を
か
け
た
く
な

い
か
ら
施
設
に
お
世
話
に
な
り
た

い
と
、
家
族
は
親
の
た
め
に
サ
ー

ビ
ス
の
良
い
施
設
に
入
所
さ
せ
た

い
と
、
で
も
待
機
者
が
多
く
て
入

所
し
た
い
と
き
に
で
き
な
い
。
入

所
が
で
き
た
と
し
て
も
毎
月
十
数

万
円
の
負
担
が
発
生
し
て
、
世
帯

に
よ
っ
て
は
日
々
の
生
活
が
厳
し

く
な
っ
て
く
る
。
介
護
保
険
は
介

護
を
社
会
全
体
で
支
え
る
制
度
と

し
て
法
制
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
は
在
宅
介
護
へ
方
向
転
換
し

な
が
ら
家
族
給
付
は
認
め
な
い
。

本
当
は
誰
で
も
住
み
慣
れ
た
我
が

家
で
最
後
ま
で
家
族
と
暮
ら
し
た

い
。
上
天
草
市
と
し
て
特
色
あ
る

在
宅
介
護
支
援
策
に
取
り
組
む
考

え
は
な
い
か
。

市
長　

介
護
保
険
に
関
係
な
く

や
れ
ば
施
策
と
し
て
出
来
る
部
分

で
あ
り
ま
す
の
で
、
民
間
の
供
給

が
可
能
で
あ
れ
ば
施
設
と
の
競
合

も
あ
り
ま
す
の
で
そ
の
辺
の
バ
ラ

ン
ス
の
と
り
方
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
経
費
の
問
題
で
施

設
に
入
り
た
く
て
も
入
れ
な
い
方

は
出
て
く
る
可
能
性
は
あ
る
と
思

い
ま
す
。
十
分
な
ケ
ア
を
考
え
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

島
田　

早
急
に
検
討
さ
れ
、
第

7
期
介
護
計
画
に
反
映
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

嶋元　秀司 議員

宮津地区開発について、市長の構想は
将来を見据え、エリア拡大も考えたい

Ｑ
Ａ

島田　光久 議員

介護人材の確保及び資質の向上は
介護受講支援及び家族介護支援で

Ｑ
Ａ

▲改装中のスパ・タラソ天草
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編
集
後
記

　

昨
年
は
猛
暑
が
過
ぎ
れ
ば
、
例
年
に
増
し

て
厳
し
い
寒
さ
が
続
き
ま
し
た
が
皆
様
い
か

が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
4
月
の
改
選
で

初
め
て
市
議
会
議
員
に
な
り
、
ま
す
ま
す
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
が
し
て
お
り
ま
す
。

　

12
月
定
例
会
で
市
内
小
中
学
校
の
空
調
設

備
設
置
基
本
設
計
業
務
委
託
料
が
計
上
さ
れ
、

2
年
後
に
は
市
内
全
校
に
空
調
設
備
の
設
置

が
完
了
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。
地
域
の
宝

で
あ
る
児
童
生
徒
が
快
適
な
環
境
の
中
で
今

ま
で
以
上
に
学
業
に
励
ん
で
く
れ
る
も
の
と

思
い
ま
す
。
上
天
草
市
は
高
齢
者
人
口
の
変

動
は
ほ
ぼ
横
ば
い
状
態
で
あ
る
が
、
若
年
層

の
人
口
減
少
が
激
し
く
、
地
域
の
高
齢
化
が

急
速
に
進
ん
で
い
る
状
況
に
あ
り
、
少
子
化

対
策
に
加
え
、
高
齢
者
対
策
も
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
お
り
、
議
員
と
し
て
こ
れ
ら
の
課

題
に
真
剣
に
取
り
組
む
責
任
感
を
痛
感
し
て

お
り
ま
す
。
初
め
て
編
集
後
記
を
担
当
す
る

こ
と
に
な
り
、
戸
惑
い
の
中
に
作
成
し
ま
し

た
。
今
後
も
皆
様
の
御
指
導
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。�

（
木
下　

文
宣
）

上
天
草
市
議
会

広
報
編
集
特
別
委
員
会

　
　
　

委 

員 

長　

津
留　

和
子

　
　
　

副
委
員
長　

北
垣　
　

潮

　
　
　

委　
　

員　

木
下　

文
宣

　
　
　
　
　
　
　
　

何
川　
　

誠

　
　
　
　
　
　
　
　

小
西　

涼
司

　
　
　
　
　
　
　
　

桑
原　

千
知

次の定例議会は ２月２６日開会です ぜひ傍聴にお越しください
詳しくは議会事務局へ　0964-26-5536

　姫戸の石灰窯は、寛政年間に肥やし石灰焼き窯が設けられて始まったと
推測されています。明治時代には麦わら葺きの石灰窯がいくつも点在し、
町の主な産業として発展していました。この石灰窯はトロッコに積まれた
石灰石を石炭で焼き、「生石灰」を製造。これを船に積み込み、八代はも
ちろん遠くは長崎、福岡にも送っていました。当時は石灰を小屋に保管し
ていたため火災が頻繁に起きていたそうです。現在も地域の人たちが窯の
周囲の草刈りを行っていて、姫浦と二間戸に原型をとどめたままの石灰窯
とその一部が存在しています。

ひかりの園、忘年会の様子です。
皆さん笑顔が素敵ですね。

まちを歩いて…
姫戸町

石
ひ ゃ が ま

灰窯

　大矢野町維和にある十九社
宮で伝統の奉納相撲がありま
した。地元の小中高生20人
の熱気あふれる取り組みに多
くの住民が声援を送りました。
毎年旧暦の11月29日に開か
れており、約200年の歴史
があります。境内には新たに
土を固めた土俵が設けられ体
操服にまわし姿の子どもたち
が熱戦を繰り広げました。好
勝負の連続に「がんばれ」と
いう声があちこちに飛び、く
まモンも駆けつけ会場を盛り
あげていました。

表紙の写真

笑顔
が

笑顔
が

キラリキラリキキキララララリリリリ松 島 町
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